




















































































































































1819 0歳 9月13日ライプツィヒに生まれる。父フリー ドリヒ・ヴィー ク、母マリアーネ・ヴィー ク（旧姓トロムリッツ）
1824 5歳 母、実家に戻る。9月、父による正式なピアノレッスン始まる
1825 6歳 両親離婚。母マリアーネ、まもなくアドルフ・バルギール（ピアノ教師）と再婚
1828 9歳 父ヴィー ク、クレメンティー ネ・フェヒナ とー結婚。クララ、ライプツィヒのゲヴァントハウスでデビュー





1833 14歳 音楽理論および作曲のレッスン開始。作品3出版（ローベルト・シュー マンに献呈）
1835 16歳 作品4出版。ゲヴァントハウスで自作の《ピアノ協奏曲》op.7(作曲は1834 年）を演奏
  この頃よりロー ベルト・シュー マンとの関係が深まる
1836 17歳 作品5～7出版
1837 18歳 2月～5月、北ドイツ演奏旅行。父ヴィー ク、ロー ベルト・シュー マンとの結婚を拒否、秘密裡に婚約
  秋、ウィー ンへ演奏旅行し、大成功を収める（翌春帰国）。作品8出版
1838 19歳 ウィー ンで皇帝フェルディナント1世より宮廷音楽家の称号を得る。作品9および10出版
1839 20歳 父ヴィー クの付き添いなしにパリ演奏旅行。作品11出版
1840 21歳 9月12日、クララ、ロー ベルト・シュー マンと結婚（21歳の誕生日前日）
1841 22歳 夫ロー ベルト・シュー マンとの共同作品（クララ作品12, ローベルト作品37）作曲
  3月、クララ・シュー マンとしての最初の演奏会。9月、長女マリー 出産
1842 23歳 北ドイツおよびオランダ演奏旅行
1843 24歳 4月、次女エリー ゼ出産。作品13出版
1844 25歳 1～5月、クララとロー ベルト、ロシア演奏旅行。12月、ドレスデンへ転居
1845 26歳 3月、三女ユ リーエ出産。作品14～16出版
1946 27歳 2月、長男エミー ル出産。作品17作曲。11月～翌2月、ウィー ン演奏旅行
1847 28歳 ウィー ンでジェニ ・ーリンドと共演し大成功。2～3月、ベルリン演奏旅行。6月、長男エミー ル死去。作品17出版
1848 29歳 1月、次男ル トーヴィヒ出産




1853 34歳 ブラー ムス、シュー マン家訪問。11～12月、オランダ演奏旅行。作品20～23作曲
1854 35歳 ハノー ファー 演奏旅行。2月、夫ロー ベルト、ライン河に投身自殺未遂、3月、エンデニヒの精神病院に入院
  6月、四男フェリックス出産。秋、ドイツ国内を演奏旅行
1855 36歳 オランダおよびドイツ東部へ演奏旅行
1856 37歳 ウィー ン、プラハ等へ演奏旅行。4～7 月、最初の英国演奏旅行。7月、夫ローベルト、エンデニヒの精神病院で死去。






1877 58歳 ブラー ムスとともにロー ベルト・シュー マン全集の編纂に着手（1893年完結）
1878 59歳 フランクフルトへ転居。フランクフルト・ホッホ音楽院着任。デビュー 50周年記念コンサ トーをフランクフルトおよび
  ライプツィヒで開催。バイエルン王より「芸術金牌」受賞
1881 62歳 ロイヤル・アカデミー ・オブ・ミュー ジック名誉会員。19回目にして最後の英国演奏旅行。
  10月、デビュー 60周年記念祝典をフランクフルトで開催
1889 70歳 70 歳の誕生日を記念して、皇帝ヴィルヘルム2世より「芸術大牌」受賞


















































































































































































木下まゆみ「ファニ ・ーメンデルスゾ ンー=ヘンゼル ―姉弟間の愛情と葛藤の中で」（小林緑編著『女性音楽家列伝』平凡社, 
1999年）p.81-100
山下剛『もう一人のメンデルスゾ ンー―ファニ ・ーメンデルスゾ ンー=ヘンゼルの生涯』（未知谷, 2006年）












ルイーズ・ファランク （Louise Dumont-Farrenc, 1804-1875）

















































































ルイーズ・ファランク （Louise Dumont-Farrenc, 1804-1875）





































１． Symphonies(no.1 op32, no.3 op.36) Radiophilharmonie Hannover des ＮＤＲ.
 Johannes Goritzki, Conductor[cpo 999 603-2]
２． Nonette op.38, Trio op.44,Variations concertantes pour violon et piano op.20, Etudes nos.17,18 from 
op.26 etc. Phlippe Bernold(vn),François Leleux(ob) etc.[naïve V 5033]
３． Piano Quintets no.1 op.30, no 2 op.31. Linos Ensemble[cpo 1-94-2] 
４． Trio for ﬂute cello and piano op.45 etc. The Ambache Chamber Ensemble[CartonClassics 30366 00302]
５． Sonate pour violon et piano no.1 op.37, no.2 op.39 etc. [Integral classic INT 221.161] 
６． Piano Works op.17,48,49,15, 26. Konstanze Eickhorst(pf) [cpo 999879-2]
（国立音楽大学名誉教授／女性と音楽研究フォー ラム前代表　小林緑）





1819 15歳 パリ音楽院教授ライヒャに作曲と管弦楽法の個人指導を受ける 
1821 17歳 フル トー奏者・作曲家・出版業者のアリスティー ド・ファランクと結婚
1825 21歳 《アリスティー ド・ファランクの主題による華麗な変奏曲》で初出版
1826 22歳 優れたピアニスト・作曲家となる娘ヴィクトリー ヌ誕生




1849 45歳 パリ音楽院コンサ トーにて《交響曲第三番》初演
1850 46歳 男性の同僚と同額の給与とするよう学院長に直訴する書簡を出す。ヨアヒム等が《九重奏曲》を初演、大評判となる
1852 48歳 アリスティー ド、妻の作品紹介も兼ねた「ソシエテ・サンフォニック協会」創設
1857 53歳 《フル トー三重奏曲》初演（初版1862年）、古楽中心のリサイタル開催
1859 55歳 娘ヴィクトリー ヌ病没
1861 57歳 室内楽の最高栄誉であるシャルチエ賞受賞
  夫妻でフランス初の鍵盤音楽大成『ピアニストの宝典』全23巻の刊行開始
1862 58歳 サル・エラー ルにて「ピアノ曲の歴史的試演会」計3回実施


















































































































































1929 19歳 ピアノをロー ゼンター ルに、作曲を橋本国彦に師事































































































































































1880 10歳 メー ソンや中村専にピアノを師事
1882 12歳 4月、音楽取調掛入学。ピアノを瓜生繁、ヴァイオリンを多久随に師事
1885 15歳 7月、音楽取調所第1回全科卒業。研究科に進み助手も務める
1888 18歳 ディー トリヒにヴァイオリンを師事
1889 19歳 文部省第1回音楽留学生として、ボストンのニュー ・イングランド音楽院に入学
1891 21歳 ウィー ン音楽院に入学
1895 25歳 11月、帰朝。高等師範学校附属音楽学校教授に就任。ピアノ、ヴァイオリン、声楽、和声学を教える
1896 26歳 4月、帰朝披露を兼ねた演奏会に出演
1897 27歳 6月、《ヴァイオリン・ソナタ ニ短調》初演
1903 33歳 技術官の職に就く
1907 37歳 雑誌や新聞紙上で東京音楽学校に対するバッシングが強まる


















































































































































2008年 ネット新聞“News for people in Japan”[ＮPJ]に「クラシック音楽は超男性世界！」を夫とともに連載開始























































































































































































































































































































1981年 東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団首席コンサ トーマスター に就任（1994年まで）
1982年 東京芸術大学大学院博士課程修了
1988年 日本の女性ヴァイオリニストで初めて一夜に3曲（メンデルスゾ ンー、ストラヴィンスキー、ラロ）のヴァイオリン協奏曲を演奏




























































































































































1992年 ハ プーと笙作品「Fantasia」第５回福井ハ プー音楽賞＜優秀作曲賞＞受賞
1995年 第６回福井ハ プー音楽賞審査員
 バレエのための室内オーケストラ作品「Memento Mori」ウィー ン国際作曲コンクー ル第一位受賞
1997年 「Memento Mori」、ウイー ン国立歌劇場バレエ団により上演
 大阪センチュリー 交響楽団による、なみはや国体記念委嘱作品「Namihaya」初演
2003, 2004年 日本音楽コンクー ル作曲部門審査員




























































































































































































































































Launay "Les Compositrices en France au XIXe Siècle "（2006）, ｐ18）はまさに至言であ
る。それだけに従来男性の特権領域と見做されてきた大手ホールの支配人、オーケストラ
のコンサ トー・マスタ （ーミストレス）、指揮者、作曲家として現下の日本で活躍する本展の女
性たちに倣って、未来を担う若い女性たちも果敢にチャレンジしてくれるよう、心からのエー
ルを送りたい。 
（国立音楽大学名誉教授／女性と音楽研究フォー ラム前代表　小林緑）
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